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６
月
５
日

本
会
議
（
諸
般
の
報
告
、

会
期
の
決
定
、
議
案
上
程
、
議
案

質
疑
、
討
論
、
採
決
）

６
月
11
日

本
会
議
（
一
般
質
問
）

６
月
12
日

本
会
議　（
一
般
質
問
、　追

加
議
案
上
程
、
議
案
質
疑
、
委
員

会
付
託
、
討
論
、
採
決
）

６
月
15
日

委
員
会
（
企
画
総
務
委

員
会
・
市
民
厚
生
委
員
会
）

６
月
16
日

委
員
会
（
文
教
経
済
委

員
会
）

６
月
19
日

本
会
議
（
委
員
長
報
告
、

追
加
議
案
上
程
、
討
論
、
採
決
）

●
瑞
浪
市
非
常
勤
の
特
別
職
職
員
の

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

【
国
会
議
員
の
選
挙
等
の
執
行
経

費
の
基
準
に
関
す
る
法
律
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
投
票
・
開
票
管
理

者
や
投
票
・
開
票
立
会
人
な
ど
の

報
酬
額
の
引
上
げ
を
行
う
も
の
】

●
瑞
浪
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補

償
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

【
非
常
勤
の
消
防
団
員
な
ど
の
損

害
補
償
の
補
償
基
礎
額
、
扶
養
加

算
額
、
介
護
補
償
・
葬
祭
補
償
の

額
の
引
上
げ
な
ど
を
行
う
も
の
】

●
瑞
浪
市
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る

退
職
報
償
金
の
支
給
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

【
非
常
勤
の
消
防
団
員
の
処
遇
改

善
を
図
る
た
め
、
退
職
報
償
金
の

支
給
額
の
引
上
げ
を
行
う
も
の
】

●
瑞
浪
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

【
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
保
険
料
の
減
額

賦
課
の
基
準
額
の
引
上
げ
な
ど
を

行
う
も
の
】

●
瑞
浪
市
が
設
置
す
る
一
般
廃
棄
物

処
理
施
設
に
係
る
生
活
環
境
影
響

調
査
結
果
の
縦
覧
等
の
手
続
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

【
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置

に
係
る
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
調

査
の
結
果
の
縦
覧
、
お
よ
び
利
害

関
係
者
に
意
見
書
の
提
出
を
す
る

機
会
を
付
与
す
る
た
め
の
手
続
な

ど
を
定
め
る
も
の
】

●
瑞
浪
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

【
平
成
10
年
度
市
民
税
の
特
別
減

税
の
実
施
に
伴
い
、
個
人
市
民
税

納　
期　
の　
第　
１　
期　
を　
本　
年　
度　
に　
限　
り　
、　

６　
月　
か　
ら　
７　
月　
に　
変　
更　
す　
る　
も　
の　
】　

●
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦

に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

【
人
権
擁
護
委
員
小
栗
好
夫
氏　（
釜

戸
町
、
68
歳
）
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
同
氏
を
引
き
続
き
候
補
者
と

し
て
推
薦
す
る
こ
と
に
つ
い
て
意

見
を
求
め
る
も
の
】

●
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦

に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

【
人
権
擁
護
委
員
渡
邉
百
合
子
氏

の
退
任
に
伴
い
、　逸
見
恭
子
氏　（
日

吉
町
、
47
歳
）
を
候
補
者
と
し
て

推
薦
す
る
こ
と
に
つ
い
て
意
見
を

求
め
る
も
の
】

●
継
続
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ

い　
て　（　
平　
成　
九　
年　
度　
瑞　
浪　
市　
一　
般　
会　

計
継
続
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
）

【
平
成
９
〜
10
年
度
の
２
カ
年
継

続
事
業　（
市
営
住
宅
建
設
事
業
）　の

繰　
越　
計　
算　
書　
の　
報　
告　
を　
行　
う　
も　
の　
】　

●
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告

に
つ
い
て
（
平
成
九
年
度
瑞
浪
市

一
般
会
計
・
平
成
九
年
度
瑞
浪
中

央
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計

繰　
越　
明　
許　
費　
繰　
越　
計　
算　
書　
の　
報　
告　
）　

【
平
成
９
年
度
予
算
の
う
ち
平
成

10
年
度
に
繰
越
し
て
使
用
し
よ
う

と
す
る
歳
出
予
算
の
経
費
の
計
算

に
つ
い
て
報
告
を
行
う
も
の
】

●
出
資
法
人
の
経
営
状
況
説
明
書
の

提
出
に
つ
い
て

【
平
成
９
年
度
瑞
浪
市
土
地
開
発

公
社
決
算
書
お
よ
び
平
成
９
年
度

財
団
法
人
瑞
浪
市
施
設
公
社
決
算

書
に
つ
い
て
報
告
す
る
も
の
】

●
イ
ン
ド
・
パ
キ
ス
タ
ン
の
核
実
験

に
厳
重
抗
議
を
行
い
、
核
兵
器
の

廃
絶
と
恒
久
平
和
実
現
を
求
め
る

意
見
書
に
つ
い
て

【
イ
ン
ド
・
パ
キ
ス
タ
ン
政
府
に

対
し
て
厳
重
抗
議
と
核
実
験
中
止

を
強
く
働
き
か
け
、
核
兵
器
の
廃

絶
と
世
界
の
恒
久
平
和
を
実
現
す

る
た
め
さ
ら
に
努
力
す
る
よ
う
政

府
へ
意
見
書
を
提
出
す
る
も
の
】

●
岐
阜
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
東

濃
出
張
所
存
続
に
関
す
る
意
見
書

に
つ
い
て

【
土
岐
総
合
病
院
に
設
置
さ
れ
て

い
る
岐
阜
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ

ー
東
濃
出
張
所
の
９
月
閉
鎖
を
取

り
や
め
、
存
続
さ
れ
る
よ
う
日
本

赤
十
字
社
岐
阜
県
支
部
長
へ
意
見

書
を
提
出
す
る
も
の
】

●
景
気
回
復
の
た
め
の
恒
久
減
税
に

関
す
る
意
見
書
に
つ
い
て

【
現
在
の
景
気
の
危
機
的
状
況
を

克
服
す
る
た
め
に
、　消
費
者　
・　
企
業

家
心
理
を
改
善
す
る
所
得
税
・
住

民
税
・
法
人
税
の
恒
久
減
税
に
よ

る
景
気
回
復
策
を
実
施
す
る
よ
う

政　
府　
に　
意　
見　
書　
を　
提　
出　
す　
る　
も　
の　
】　

●
日
産
生
命
保
険
契
約
者
の
救
済
を

求
め
る
請
願

﹇
不
採
択
と
す
べ
き
も
の
﹈

●
岐
阜
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
東

濃
出
張
所
存
続
に
つ
い
て
の
請
願

﹇
採
択
と
す
べ
き
も
の
﹈

平
成
10
年
第
三
回
市
議
会
定
例
会
が
、
６
月
５
日
か
ら
６
月

19
日
ま
で
の
15
日
間
に
わ
た
り
開
か
れ
ま
し
た
。

報
告
案
件
三
件
の
報
告
と
、
条
例
案
件
六
件
、
人
事
案
件
二

件
、
議
員
発
議
三
件
、
請
願
二
件
の
合
計
十
三
件
が
審
議
さ
れ
、

不
採
択
と
す
べ
き
も
の
と
な
っ
た
請
願
一
件
を
除
き
、
原
案
ど

お
り
可
決
・
採
択
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
ま
し
た
。

条

例

案

件

会

期

日

程

人

事

案

件

報

告

案

件

議

員

発

議

請
　
　
　
願
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保 留 地 位 置 図 瑞
浪
中
央
土
地
区
画
整
理
事
業
地
内

保
留
地
処
分　
（
第
８
回
）

保
留
地
処
分　
（
第
８
回
）

保
留
地
処
分　
（
第
８
回
）

保
留
地
処
分　
（
第
８
回
）

保
留
地
処
分　
（
第
８
回
）

保
留
地
処
分　
（
第
８
回
）

保
留
地
処
分　
（
第
８
回
）

保
留
地
処
分　
（
第
８
回
）

保
留
地
処
分　
（
第
８
回
）

保
留
地
処
分　
（
第
８
回
）

保
留
地
処
分　
（
第
８
回
）

保
留
地
処
分　
（
第
８
回
）

保
留
地
処
分　
（
第
８
回
）

保
留
地
処
分　
（
第
８
回
）

保
留
地
処
分　
（
第
８
回
）

保
留
地
処
分　
（
第
８
回
）

保
留
地
処
分　
（
第
８
回
）

保
留
地
処
分　
（
第
８
回
）

瑞
浪
中
央
土
地
区
画
整
理
事
業
に
伴
う
保
留
地
を
、
公
開
抽
選
に
よ
り
売
却
し
ま
す
。

保
留
地
の
売
却
価
格
に
つ
い
て
は
、
適
正
か
つ
格
安
な
価
格
で
購
入
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
不

動
産
鑑
定
士
に
よ
る
土
地
鑑
定
を
行
い
、
そ
の
鑑
定
価
格
を
下
回
っ
た
値
打
ち
な
価
格
と
な
っ
て

い
ま
す
。
車
社
会
に
適
応
し
た
道
路
整
備
さ
れ
た
地
区
で
、
水
道
・
下
水
道
が
完
備
さ
れ
た
土
地

で
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
ご
検
討
・
ご
購
入
く
だ
さ
い
。

●
保
留
地
の
位
置
、
地
積
、
価
格
等

位
置
図
お
よ
び
別
表
の
と
お
り

●
処
分
方
法
＝
公
開
抽
選

●
受
付
期
間
お
よ
び
場
所

◆
区
域
内
の
関
係
権
利
者

７
月
24
日

〜
７
月
28
日

◆
一
般
の
方

７
月
29
日

〜
８
月
４
日

（
た
だ
し
、
関
係
権
利
者
な
ど
か
ら

の
申
し
込
み
が
な
い
場
合
）

※
受
付
時
間
…
10
時
か
ら
15
時
ま
で

◆
場
所

市
役
所
区
画
整
理
課

●
抽
選
日
お
よ
び
抽
選
場
所

◆
日
時

８
月
20
日

14
時

◆
場
所

市
役
所
２
階
大
会
議
室

●
申
し
込
み
に
必
要
な
書
類

①
身
分
証
明
書
（
市
町
村
長
等
が
発
行

す
る
禁
治
産
者
・
準
禁
治
産
者
ま
た

は
、
破
産
者
で
復
権
を
得
な
い
者
で

な
い
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
）

②
住
民
票
抄
本
（
法
人
は
法
人
資
格
証

明
書
お
よ
び
代
表
者
証
明
書
）

●
問
い
合
わ
せ

区
画
整
理
課
　

内
線
２
５
１

●保留地の地積および価格●

●申し込み優先順位＝地区内に土地の所有権等を有する方が優先と

なります。関係権利者からの申し込みがない場合に、一般の方の

申し込みを受け付けします。

保留地
番　号

１
82街区
１画地

360.16
0（@76,100）
27,408,176

第 １ 種
住居地域

６
－
10

20
－
10

２
99街区
５画地

179.95
（@125,600）
22,601,720

準工業地域
６
－
10

20
－
10

３
111街区
１画地

397.05
0（@76,200）
30,255,210

工業地域
６
－
10

20
－
10

４
114街区
３画地

368.62
0（@80,200）
29,563,324

第 １ 種
住居地域

６
－
10

20
－
10

５
126街区

２－１画地
519.66

0（@79,900）
41,520,834

準工業地域
６
－
10

20
－
10

６
154街区
３画地

229.94
0（@81,500）
18,740,110

第１種中高層
住居専用地域

６
－
10

20
－
10

７
154街区

４－１画地
301.64

0（@77,100）
23,256,444

第１種中高層
住居専用地域

６
－
10

20
－
10

８
140街区
12画地

623.39
0（@78,600）
48,998,454

第２種中高層
住居専用地域

６
－
10

20
－
10

街区画地
番　　号

地積（㎡）
（円／㎡）
価格（円）

用途地域 建ペイ率 容積率

保留地番号
No.2

保留地番号
No.1

保留地番号
No.4

保留地番号
No.3

保留地番号
No.5

保留地番号
No.8 保留地番号

No.7
保留地番号

No.6
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誰とでもあいさつできる雄大くんは、

ちょっぴりあまえんぼですが元気な男の

子。音楽が大好きな彩華さんは、いろん

なことに興味をもつ活発な女の子です。

お母さんたちは、思いやりのある明る

い子に育ってほしいと話していました。

－宮 前 児 童 館－

増田　雄大
ゆうだい

くん（３歳）

二村　彩華
あ や か

さん（３歳）

６
月
22
日
、
稲
津
町
文
化
財
を
守

る
会
（
代
表
水
野
孝
さ
ん
）
の
メ
ン

バ
ー
が
、
先
人
の
偉
業
を
後
世
に
伝

え
よ
う
と
根
ノ
上
用
水
取
入
口
跡
に

石
標
と
そ
の
事
業
の
内
容
を
記
し
た

銘
板
を
取
り
付
け
ま
し
た
。

根
ノ
上
用
水
は
、
江
戸
時
代
後
期

に
興
徳
寺
住
職
・
林
恭
邦
和
尚
が
生

活
に
苦
し
む
村
の
人
々
を
救
う
た
め

発
案
し
、
中
心
と
な
っ
て
引
い
た
農

業
用
水
で
、
屏
風
山
近
く
を
流
れ
る

笹
平
川
か
ら
一
ツ
橋
、
棚
田
山
、
平

岩
地
区
ま
で
の
約
４
㌔
に
渡
っ
て
行

わ
れ
た
大
土
木
事
業
で
し
た
。

文
化
財
を
守
る
会
で
は
、
「
今
後

も
先
人
の
偉
業
を
検
証
し
、
伝
え
て

い
き
た
い
」
と
話
し
て
み
え
ま
し
た
。

▲石標の取り付け作業をするみなさん

土
岐
町
の
土
屋
敏
彦
さ
ん
（
64
歳
）

が
６
月
22
日
、
警
察
庁
長
官
か
ら
少

年
補
導
栄
誉
金
章
を
贈
ら
れ
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

土
屋
さ
ん
は
、
昭
和
27
年
か
ら
45

年
余
に
渡
り
警
察
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

少
年
補
導
員
と
し
て
防
犯
活
動
に
従

事
し
、
少
年
の
非
行
防
止
に
尽
力
さ

れ
、
少
年
の
健
全
育
成
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

６
月
29
日
市
役

所
を
訪
れ
、
高
嶋

市
長
に
受
賞
の
報

告
を
さ
れ
た
土
屋

さ
ん
は
、　「
ど
れ
だ

け
で
き
る
か
わ
か

ら
な
い
が
、
健
康

の
許
す
限
り
続
け

た
い
。
」
と
話
し

て
み
え
ま
し
た
。

▲市役所を訪れた土屋さん

温
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

▼
有
賀
洋
一
様
＝
二
十
万
円
、
社
会

福
祉
事
業
へ

▼
み
ず
な
み
乾
竜
会
（
代
表
山
田
照

代
）
様
＝
一
万
円
、
社
会
福
祉
事

業
へ

▼
瑞
浪
市
管
工
事
協
同
組
合
（
代
表

古
田
武
志
）
様
＝
交
通
安
全
旗
の

旗
竿
（
二
百
七
十
本
）
、
小
学
生

の
登
下
校
の
交
通
安
全
の
た
め
に

市
で
は
、
瑞
浪
市
の
歴
史
と
文
化

を
記
録
に
と
ど
め
る
た
め
、
映
像
記

録　『
20
世
紀
”　わ

が
街

“　』　（
仮
題
）　の
制

作
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

７
月
末
か
ら
、
各
地
域
で
取
材
し

な
が
ら
撮
影
し
ま
す
の
で
、
取
材
・

撮
影
ク
ル
ー
が
伺
い
ま
し
た
ら
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

映
像
制
作
に
あ
た
り
、
次
の
と
お

り
情
報
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ス
タ
ッ

フ
を
募
集
し
ま
す
。

◆
逸
話
・
写
真
・
映
像
な
ど

戦
前
や
戦
時
中
に
あ
っ
た
エ
ピ

ソ
ー
ド
、
戦
後
の
生
活
の
中
で
の

苦
労
話
、
瑞
浪
の
知
ら
れ
ざ
る
秘

話
な
ど
「
何
と
な
く
お
も
し
ろ
い

話
」
や
、
戦
前
か
ら
の
古
き
瑞
浪

の
風
景
や
当
時
の
生
活
を
う
か
が

え
る
よ
う
な
写
真
・
映
像
を
探
し

て
い
ま
す
。

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ス
タ
ッ
フ

撮
影
現
場
の
手
伝
い
や
取
材
、

調
べ
も
の
を
お
手
伝
い
い
た
だ
け

る
方
（
映
画
、
映
像
、
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
に
興
味
の
あ
る
若
い

方
）
を
募
集
し
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

情
報
推
進
課
　

内
線
３
３
５

●
情
報
・
ス
タ
ッ
フ
募
集

『
20
世
紀
”　わ

が
街

“

〜
瑞
浪
市
〜
』

制
作
の
お
知
ら
せ

先　
人　
の　
偉　
業　
を　
後　
世　
に　

少
年
補
導
栄
誉
金
章
を
受
賞
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瑞
浪
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議

会
（
代
表
松
原
菊
代
さ
ん
）
は
、

生
活
の
中
心
と
な
る
「
食
事
」
に

つ
い
て
考
え
、
栄
養
な
ど
が
効
率

的
に
摂
取
で
き
る
料
理
の
調
理
実

習
を
行
い
、
料
理
教
室
の
講
師
な

ど
を
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
で
す
。

会
員
は
百
三
十
三
名
。
昭
和
56

年
６
月
に
結
成
さ
れ
、
現
在
は
市

内
各
地
区
６
ヵ
所
で
活
動
し
て
い

ま
す
。
各
会
員
は
月
１
回
活
動
に

参
加
し
、
調
理
実
習
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

調
理
実
習
で
は
、
各
月
テ
ー
マ

が
設
け
ら
れ
、
栄
養
が
バ
ラ
ン
ス

よ
く
摂
取
で
き
る
食
事
づ
く
り
が

献
立
か
ら
心
掛
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
お
年
寄
り
や
親
子
、

男
性
な
ど
を
対
象
と
し
た
料
理
教

室
に
講
師
と
し
て
参
加
し
た
り
、

『
健
康
福
祉
ま
つ
り
』
で
展
示
と

試
食
づ
く
り
を
し
た
り
と
、
健
康

的
な
食
事
を
普
及
さ
せ
る
た
め
の

活
動
を
し
て
み
え
ま
す
。

「
料
理
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て

も
勉
強
で
す
。
み
な
さ
ん
と
一
緒

に
調
理
し
て
、
一
緒
に
い
た
だ
く

料
理
教
室
を
、
楽
し
み
に
待
っ
て

い
て
く
だ
さ
る
の
が
一
番
う
れ
し

い
」
と
、
満
面
の
笑
み
を
た
た
え

な
が
ら
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
み
な

さ
ん
。
そ
の
笑
顔
に
、
自
分
た
ち

の
活
動
に
対
す
る
自
信
と
責
任
感

を
感
じ
ま
し
た
。

今
後
の
活
動
に
つ
い
て
は
、

「
１
回
で
も
多
く
、
み
な
さ
ん
と

楽
し
い
料
理
教
室
が
や
っ
て
い
け

れ
ば
」
と
考
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

新
緑
に
包
ま
れ
た
釜
戸
町
の
「
竜

吟
峡
」
で
６
月
27
日
、
観
光
シ
ー
ズ

ン
の
到
来
を
告
げ
る
恒
例
の
滝
開
き

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

滝　
開　
き　
に　
は　
、　地　
元　
釜　
戸　
商　
工　
ク　
ラ　

ブ　（　
会　
長　
中　
島　
洋　
三　
さ　
ん　
）　の　
み　
な　
さ　

ん　
を　
は　
じ　
め　
、　
観　
光　
協　
会　
・　
商　
工　
関　

係　
者　
ら　
約　
40
人　
が　
参　
加　
し　
ま　
し　
た　
。　

み　
な　
さ　
ん　
は　
、　
シ　
ー　
ズ　
ン　
中　
の　
安　

全
を　
祈　
願　
し　
た　
後　
、　
大　
小
七
つ
の
滝

か
ら
な
る
竜
吟
峡

の
う　
ち　
、　
最　
大　
の　

落　
差　
十　
六　
ｍ　
を　
誇　

る　
「　
一　
の　
滝　
」　
の　

滝　
つ　
ぼ　
に　
、　
観
光

客
の
増
加
を
願　
い　

な　
が　
ら　
、　
色　
あ　
ざ

や
か
な
錦
鯉
約
三

百
匹
を
放
流
し
ま

し
た
。

▲錦鯉を放流するみなさん

市の最高齢者である安藤璋枝
た ま え

さん（明治31

年生まれ、稲津町）が６月2 3日、百歳の誕

生日を迎えられ、高嶋市長からお祝いの花束

などが手渡されました。

安藤さんは、足に痛みがあり歩行はできま

せんが、食事もよく食べられ、元気に過ごさ

れています。

これからも健康で長生きしてください。

６
月
17
日
、
第
47
回
母
と
子
の
よ

い
歯
コ
ン
ク
ー
ル
が
岐
阜
市
で
行
わ

れ
、
山
田
町
の
土
屋
洋
子
さ
ん
と
彩

華
さ
ん
親
子
が
岐
阜
県
の
準
１
位
に

選
ば
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
県
下
で
３

歳
児
歯
科
健
診
を
受
け
た
約
二
万
組

の
親
子
を
対
象
と
し
て
、
む
し
歯
の

有
無
、
か
み
合
わ
せ
の
具
合
、
歯
み

が
き
の
状
態
な
ど
を
審
査
し
、
親
子

と
も
に
健
康
な
歯
を
持
つ
方
を
表
彰

す
る
も
の
で
す
。

土
屋
さ
ん
は
、
「
ふ
つ
う
に
歯
み

が
き
を
し
て
き
た
だ
け
で
、
び
っ
く

り
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
今
ま

で
ど
お
り
歯
み
が
き
を
し
て
い
き
ま

す
。
」
と
話
し
て
み
え
ま
し
た
。

土
屋
さ
ん
親
子
が

岐
阜
県
の
準
１
位

母
と
子
の

よ
い
歯
コ
ン
ク
ー
ル

瑞
浪
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

◎
連
絡
先

保
健
セ
ン
タ
ー
　

６
７
―
２
７
０
０

竜
吟
峡
に
シ
ー
ズ
ン
到
来

竜
吟
峡
に
シ
ー
ズ
ン
到
来

竜
吟
峡
に
シ
ー
ズ
ン
到
来

竜
吟
峡
に
シ
ー
ズ
ン
到
来

竜
吟
峡
に
シ
ー
ズ
ン
到
来

竜
吟
峡
に
シ
ー
ズ
ン
到
来

竜
吟
峡
に
シ
ー
ズ
ン
到
来

竜
吟
峡
に
シ
ー
ズ
ン
到
来

竜
吟
峡
に
シ
ー
ズ
ン
到
来

竜
吟
峡
に
シ
ー
ズ
ン
到
来

竜
吟
峡
に
シ
ー
ズ
ン
到
来

竜
吟
峡
に
シ
ー
ズ
ン
到
来

竜
吟
峡
に
シ
ー
ズ
ン
到
来

竜
吟
峡
に
シ
ー
ズ
ン
到
来

竜
吟
峡
に
シ
ー
ズ
ン
到
来

竜
吟
峡
に
シ
ー
ズ
ン
到
来

竜
吟
峡
に
シ
ー
ズ
ン
到
来
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審　
査　
の　
結　
果　
は　
次　
の　
と　
お　
り　
で　
す　
。　

（
敬
称
略
）

●
最
優
秀
賞

伊
藤
　
史
織
（
釜
戸
小
６
年
）

「
手
話
を
通
し
て
」

●
優
秀
賞

中
島
　
沙
映
（
瑞
浪
小
６
年
）

「
大
好
き
な
柔
道
」

徳
重
　
雅
之
（
明
世
小
６
年
）

「
心
の
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
にな

り
た
い
」

●
奨
励
賞

酒
井
　
龍
史
（
土
岐
小
６
年
）

「
国
際
理
解
へ
の
第
一
歩
」

西
尾
　
義
弘
（
陶
小
６
年
）

「
ぼ
く
の
町
、
陶
町
」

中
山
　
陽
翠
（
稲
津
小
６
年
）

「
父
の
よ
う
な園

芸
家
を
め
ざ
し
て
」

松
浦
　
弥
栄
美
（
大
湫
小
６
年
）

「
一
人
一
人
を
大
切
に
」

小
栗
　
里
佳
（
日
吉
小
６
年
）

「
小
さ
な
親
切
〜
お
じ
い
ち
ゃ
ん

か
ら
私
へ
」

●
最
優
秀
賞

柴
田
　
亜
貴
子
（
瑞
陵
中
３
年
）

「
祖
母
が
最
後
に

教
え
て
く
れ
た
こ
と
」

●
優
秀
賞

安
藤
　
梢
（
瑞
浪
中
３
年
）

「
強
く
生
き
る
」

中
山
　
恵
里
（
陶
中
３
年
）

「
本
当
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

●
奨
励
賞

後
藤
　
奈
美
（
稲
津
中
３
年
）

「
私
の
目
的
地
」

小
栗
　
ま
ど
か
（
日
吉
中
３
年
）

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
薬
」

水
野
　
加
奈
恵
（
釜
戸
中
３
年
）

「
私
の
夢
」

●
優
秀
賞

宇
田
　
紫
乃
（
中
京
商
業
高
２
年
）

「
将
来
の
夢
・
希
望
」

平
林
　
香
織
（
中
京
商
業
高
２
年
）

「
日
本
の
医
療
と

そ
の
法
律
に
つ
い
て
」

加
納
　
永
美
子
（
Ｊ
Ｌ
ク
ラ
ブ
）

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
」

熊
谷
　
睦
子
（
釜
戸
地
区
婦
人
会
）

「
私
の
生
涯
学
習
に
つ
い
て
」

水
野
　
房
枝
（
土
岐
地
区
婦
人
会
）

「
故
郷
の
美
し
い
山
や
川
を

次
の
世
代
へ
」

●
優
秀
賞

伊
藤
　
鐐
（
小
田
第
一
長
寿
会
）

「
家
庭
の
躾
」

＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊

中
学
生
の
部
で
最
優
秀
賞
を
受
賞

し
た
柴
田
亜
貴
子
さ
ん
は
、
少
年
の

主
張
大
会
岐
阜
県
大
会
地
区
予
選
に

推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

７
月
は
「
青
少
年
の
非
行
問
題
に

取
り
組
む
全
国
強
調
月
間
」
で
す
。

市
で
は
、
『
青
少
年
　
地
域
で
守

ろ
う
　
育
て
よ
う
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
Ｊ
Ｒ
瑞
浪
駅
を
中
心
と
し
た
街

頭
啓
発
活
動
や
広
報
活
動
な
ど
を
行

い
、
非
行
防
止
と
青
少
年
を
取
り
巻

く
社
会
環
境
の
浄
化
に
つ
い
て
の
理

解
と
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
よ
う

努
め
て
き
ま
し
た
。

21
世
紀
を
担
う
青
少
年
を
、
非
行

や
問
題
行
動
に
走
ら
せ
る
こ
と
な

く
、
健
や
か
に
は
ぐ
く
ま
せ
る
こ
と

は
、
私
た
ち
大
人
の
課
題
で
す
。

家
庭
・
地
域
が
手
を
取
り
合
っ

て
、
子
ど
も
た
ち
の
育
て
方
を
真
剣

に
考
え
ま
し
ょ
う
。

瑞瑞

浪浪

市市

主主

張張

大大

会会

自
分
の
意
見
・
体
験
を
発
表

平
成
10
年
度
瑞
浪
市
主
張
大
会
が
６
月
27
日
、
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
は
、
小
学
生
・
中
学
生
・
一
般
・
高
齢
者
（
60
歳
以
上
）
の
４
部
門
に
20
名
が

出
場
し
、
自
分
の
体
験
や
夢
な
ど
に
つ
い
て
、
会
場
を
埋
め
た
市
民
の
み
な
さ
ん
の
前
で
力
強

く
発
表
し
ま
し
た
。

▲小学生の部最優秀賞　伊藤史織さん

中
学
生
の
部
最
優
秀
賞

柴
田
亜
貴
子
さ
ん

【
小

学

生

の

部
】

【
中

学

生

の

部
】

【
一
　
般
　
の
　
部
】

【
高

齢

者

の

部
】

青
少
年

地
域
で
守
ろ
う

育
て
よ
う
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第
11
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
祭
が
、
10
月
３
〜
６
日

に
県
内
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
ふ
れ
あ
い
と
健

康
づ
く
り
を
め
ざ
す
祭
典
と
し
て
毎

年
行
わ
れ
て
お
り
、
今
年
度
は
岐
阜

県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

瑞
浪
市
で
は
、
そ
の
協
賛
事
業
と

し
て
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
を
次

の
よ
う
に
開
催
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

◆
期
日
＝
10
月
４
日

◆
会
場
＝
稲
津
中
学
校
ス
タ
ー
ト

◆
参
加
資
格
＝
年
齢
を
問
わ
ず
、
誰

で
も
参
加
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

小
学
校
４
年
生
未
満
の
参
加
者

は
、
保
護
者
同
伴
と
し
ま
す
。

◆
参
加
料

参
加
者
１
名
に
つ
き
二
○
○
円

◆
問
い
合
わ
せ
＝
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

６　
８　
―　
０　
７　
４　
７　（
市
民
体
育
館
内
）

※
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
と
は
、
散
歩
を

ゲ
ー
ム
化
し
た
も
の
で
、
４
〜
６

人
の
グ
ル
ー
プ
で
問
題
を
解
き
な

が
ら
歩
く
軽
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

平
成
10
年
度
生
涯
学
習
推
進
モ
デ

ル
グ
ル
ー
プ
が
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
10
人
以
上
で
３
年

以
上
活
動
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
に
助

成
金
を
支
給
し
、
活
動
を
援
助
す
る

も
の
で
す
。

今
年
度
の
モ
デ
ル
グ
ル
ー
プ
お
よ

び
代
表
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

◎
陶
町
文
化
を
育
て
る
会内

藤
　
善
文

◎
栄
町
婦
人
学
級

加
納
　
敏
子

◎
く
れ
な
い
会

山
崎
　
清
昭

◎
陶
ゴ
ー
ル
ド
会

伊
藤
　
伸
一

◎
日
吉
町
文
化
財
保
存
会小

栗
　
信
義

◎
釜
戸
わ
ら
べ
う
た
の
会浅

井
　
の
ぶ

◎
日
吉
町
コ
ー
ラ
ス

小
栗
　
フ
ミ

◎
瑞
浪
俳
句
会

水
野
　
爽
径

◎
青
年
の
つ
ど
い

下
林
　
俊
幸

◎
リ
ズ
ム
体
操
教
室

鈴
木
佐
代
子

乳
幼
児
教
育
の
重
要
性
、
心
の
教

育
が
強
く
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。
人
間

関
係
の
原
点
で
あ
る
親
子
の
き
ず
な

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
講
　
師
＝
大
村
　
崑
さ
ん

●
演
　
題
＝　『
親
子
の
絆
』

◆
日
　
時
＝
８
月
22
日

午
後
１
時
30
分
よ
り

◆
会
　
場
＝
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

◆
入
場
料
＝
無
料

生涯学習施設　８月の休館日

総合文化センター ３日、10日、17日、24日、31日

市民 図書館 ３日、10日、17日、24日、31日

市民 体育 館 ４日、11日、18日、25日

化石 博物 館　
陶磁 資料 館
市之瀬記念美術館
地 球 回 廊

３日、10日、17日、24日、31日

文 化 会 館 ６日、13日、20日、27日

コ
ラ
ム　
・　
生
涯
学
習

阪
神
淡
路
大
震
災
を
契
機
に
、

各
地
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
幅

広
い
年
齢
層
の
人
々
に
よ
っ
て
活

発
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
は
、
と
も
す
る
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
福
祉
・
慈

善
活
動
と
い
う
領
域
に
限
定
さ

れ
、
し
か
も
特
定
の
人
の
活
動
で

あ
る
か
の
如
く
受
け
と
め
ら
れ
て

き
た
。

今
や
社
会
は
大
き
く
変
化
し
て

い
る
。
こ
れ
か
ら
は
、
生
涯
を
通

じ
て
あ
ら
ゆ
る
階
層
の
人
々
が

様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参

加
す
る
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て

く
る
で
あ
ろ
う
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
あ
く
ま

で
も
個
人
の
自
由
意
思
に
基
づ

き
、
そ
の
技
能
や
時
間
等
を
進
ん

で
提
供
し
、
社
会
に
貢
献
す
る
こ

と
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
積
極
的
に
学
習

に
参
加
し
知
識
・
技
術
を
習
得

し
、
そ
の
成
果
を
生
か
し
深
め
る

実
践
の
場
を
数
多
く
繰
り
返
し
も

つ
こ
と
が
活
動
の
質
を
高
め
る
こ

と
に
な
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
自
己
実

現
を
も
は
か
り
、
地
域
社
会
の
中

に
連
帯
と
協
調
の
精
神
を
醸
成

し
、
豊
か
で
活
力
あ
る
住
み
よ
い

「
ま
ち
づ
く
り
」
を
め
ざ
す
も
の

で
あ
り
、
生
涯
学
習
そ
の
も
の
で

あ　
る　
と　
い　
っ　
て　
も　
過　
言　
で　
は　
な　
い　
。　

瑞
浪
市
で
は
複
数
回
答
も
含
め

て
成
人
の
約
七
割
近
く
が
何
ら
か

の
学
習
と
名
の
つ
く
講
座
ま
た
は

学
級
に
参
加
し
て
い
る
。

こ
の
数
字
は
全
国
平
均
（
55
％
）

と
比
べ
て
も
極
め
て
高
い
も
の
で

市
民
の
学
習
意
欲
の
高
さ
が
う
か

が
わ
れ
る
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
は
市
全
体
と
し
て
も
ま
だ
ま
だ

低
調
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

今
後
は
生
涯
学
習
の
一
層
の
振

興
を
図
り
、
併
せ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

る
社
会
的
・
文
化
的
環
境
づ
く
り

が
重
要
で
あ
る
。

生
涯
学
習
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
は
、
二
十
一
世
紀
へ
向
け
て
の

「
ま
ち
づ
く
り
」
の
た
め
に
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
「
市
民
の
た

め
の
活
動
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

生
涯
学
習
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

生
涯
学
習
講
演
会

生
涯
学
習
講
演
会

生
涯
学
習
講
演
会

生
涯
学
習
講
演
会

生
涯
学
習
講
演
会

生
涯
学
習
講
演
会

生
涯
学
習
講
演
会

生
涯
学
習
講
演
会

生
涯
学
習
講
演
会

生
涯
学
習
講
演
会

生
涯
学
習
講
演
会

生
涯
学
習
講
演
会

生
涯
学
習
講
演
会

生
涯
学
習
講
演
会

生
涯
学
習
講
演
会

生
涯
学
習
講
演
会

生
涯
学
習
講
演
会

平
成
10
年
度
生
涯
学
習
推
進

モ
デ
ル
グ
ル
ー
プ
決
定
！

平
成
10
年
度
生
涯
学
習
推
進

モ
デ
ル
グ
ル
ー
プ
決
定
！

平
成
10
年
度
生
涯
学
習
推
進

モ
デ
ル
グ
ル
ー
プ
決
定
！

平
成
10
年
度
生
涯
学
習
推
進

モ
デ
ル
グ
ル
ー
プ
決
定
！

平
成
10
年
度
生
涯
学
習
推
進

モ
デ
ル
グ
ル
ー
プ
決
定
！

平
成
10
年
度
生
涯
学
習
推
進

モ
デ
ル
グ
ル
ー
プ
決
定
！

平
成
10
年
度
生
涯
学
習
推
進

モ
デ
ル
グ
ル
ー
プ
決
定
！

平
成
10
年
度
生
涯
学
習
推
進

モ
デ
ル
グ
ル
ー
プ
決
定
！

平
成
10
年
度
生
涯
学
習
推
進

モ
デ
ル
グ
ル
ー
プ
決
定
！

平
成
10
年
度
生
涯
学
習
推
進

モ
デ
ル
グ
ル
ー
プ
決
定
！

平
成
10
年
度
生
涯
学
習
推
進

モ
デ
ル
グ
ル
ー
プ
決
定
！

平
成
10
年
度
生
涯
学
習
推
進

モ
デ
ル
グ
ル
ー
プ
決
定
！

平
成
10
年
度
生
涯
学
習
推
進

モ
デ
ル
グ
ル
ー
プ
決
定
！

平
成
10
年
度
生
涯
学
習
推
進

モ
デ
ル
グ
ル
ー
プ
決
定
！

平
成
10
年
度
生
涯
学
習
推
進

モ
デ
ル
グ
ル
ー
プ
決
定
！

平
成
10
年
度
生
涯
学
習
推
進

モ
デ
ル
グ
ル
ー
プ
決
定
！

平
成
10
年
度
生
涯
学
習
推
進

モ
デ
ル
グ
ル
ー
プ
決
定
！

ス
ポ
レ
ク
ぎ
ふ
'98

協
賛
事
業
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巡回日 ステ－ション 時　　　間

平　　　　　山 13:20～13:40

竜　吟　団　地 14:00～14:20

荻　　之　　島 14:30～14:50

下　　　　　切 15:00～15:30

大　　　　　島 15:40～16:10

中　　　　　切 16:20～16:40

小　　　　　里 15:30～16:00

萩　　　　　原 16:10～16:30

半　　　　　原 15:30～15:50

13日 鶴　　　　　城 16:00～16:20

名　　　　　滝 16:30～16:50

日吉コミュニティーセンター 15:10～15:50

14日 宿 16:00～16:20

月　　　　　吉 16:30～16:50

猿　　　　　爪 11:00～12:00

大　　　　　川 13:00～13:20

16日 水　　　　　上 13:30～14:00

旭　　　　　町 14:10～15:00

サニ－ヒルズ 15:10～15:30

棚　　田　　山 15:30～16:00

羽　　　　　広 16:10～16:30

明　　賀　　台 15:20～15:50

新　　山　　田 16:00～16:20

薬　　　　　師 13:30～14:00

白　　　　　倉 14:20～14:50

細　　久　　手 15:00～15:20

深　　　　　沢 15:30～16:00

８月の移動図書館
こ ま ど り 号

今
月
の
ミ
ニ
展
は
、
戦
争
の
恐

ろ
し
さ
、
平
和
の
尊
さ
を
後
世
に

伝
え
よ
う
と
、
戦
争
資
料
展
を
開

催
し
ま
す
。

戦
時
中
や
戦
後
当
時
の
暮
ら
し

が
伝
わ
る
貴
重
な
資
料
が
、
市
民

の
み
な
さ
ん
か
ら
数
多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

戦 争 資 料 展
８月４日～９月６日

12日

８日

19日

22日

21日

閉架書庫資料４万冊の中からも読みたい

本が選べます。

●日　時 毎週火曜日

11：00～17：00

●場　所 市民図書館　１階閉架書庫

『
堀
　
辰
雄
　
風
立
ち
ぬ
を
中
心
に

〜
軽
井
沢
の
愛
〜
』

○
日
　
時

８
月
25
日

〜
29
日

19
時
〜
21
時

（
５
夜
連
続
集
中
講
座
）

○
会
　
場

市
民
図
書
館

○
講
　
師

麗
澤
瑞
浪
高
校
国
語
科

教
諭
　
石
川
恭
治
先
生

○
資
料
代

五
〇
〇
円

『
枕
　
草
　
子
』

○
日

時

９
月
11
日

〜
11
月
13

日

13
時
30
分
〜
15
時

（
毎
週
金
曜
日
10
回
講
座
）

○
会
　
場

市
民
図
書
館

○
講
　
師

扇
本
　
肇
先
生

○
資
料
代

五
〇
〇
円

※
各
講
座
と
も
定
員
は
30
名
。
申
し

込
み
は
図
書
館
へ
電
話
で
お
願
い

し
ま
す
。
定
員
に
な
り
次
第
締
切

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

★
近
代
文
学
の
夕
べ
★

★
古
典
文
学
講
座
★
★

『こかげとしょかん』

８月23日（日）

13時～15時

稲津コミュニティーセンター

夏
休
み
期
間
は
、
毎
年
利
用
者
が

多
く
な
る
た
め
、
図
書
館
で
は
７
月

22  
日

よ
り
８
月
30  
日

ま
で
の

間
、
通
常
よ
り
開
館
時
間
を
一
時
間

繰　
り　
上　
げ　
て　
10
時　
よ　
り　
開　
館　
し　
ま　
す　
。　

な
お
、
閉
館
時
間
は
従
来
ど
お
り

平
日
18
時
、
日
曜
日
は
17
時
と
な
っ

て
い
ま
す
。

図
書
館
の
資
料
を
使
っ
て
勉
強
す

る
人
の
た
め
に
、
60
席
の
学
習
室
も

用
意
し
て
い
ま
す
。

も
う
す
ぐ
夏
休
み
で
す
。
ゆ
っ
た

り
と
本
を
読
ん
だ
り
、
勉
強
し
た
り

で
き
る
場
所
と
し
て
、
ど
う
ぞ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

夏
休
み
の
暑
い
一
日
、
図
書
館
で

工
作
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
河
原
の

石
こ
ろ
に
顔
や
動
物
な
ど
、
思
い
思

い
の
絵
を
描
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

現
代
の
ゲ
ー
ム
世
代
の
子
ど
も
た

ち
に
、
作
る
楽
し
さ
を
体
験
さ
せ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

◆
日
時
＝
８
月
１
日

14
時
〜

◆
会
場
＝
市
民
図
書
館

◆
指
導
者
＝
増
田
　
豊
さ
ん

◆
持
ち
物
＝
絵
具
・
筆

◆
申
し
込
み
＝
市
民
図
書
館
へ
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

夏
休
み
工
作
教
室

７
月
22
日
〜
８
月
30
日

10
時
に
開
館
し
ま
す
！

文
学
２
講
座
開
催
の
ご
案
内

文
学
２
講
座
開
催
の
ご
案
内

文
学
２
講
座
開
催
の
ご
案
内

文
学
２
講
座
開
催
の
ご
案
内

文
学
２
講
座
開
催
の
ご
案
内

文
学
２
講
座
開
催
の
ご
案
内

文
学
２
講
座
開
催
の
ご
案
内

文
学
２
講
座
開
催
の
ご
案
内

文
学
２
講
座
開
催
の
ご
案
内

文
学
２
講
座
開
催
の
ご
案
内

文
学
２
講
座
開
催
の
ご
案
内

文
学
２
講
座
開
催
の
ご
案
内

文
学
２
講
座
開
催
の
ご
案
内

文
学
２
講
座
開
催
の
ご
案
内

文
学
２
講
座
開
催
の
ご
案
内

文
学
２
講
座
開
催
の
ご
案
内

文
学
２
講
座
開
催
の
ご
案
内
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瑞
浪
市
役
所
の
方
が
岐
阜
市
に
車

で
迎
え
に
来
て
く
だ
さ
り
、
日
本
で

の
新
し
い
家
に
送
っ
て
く
だ
さ
っ
た

こ
と
を
き
の
う
の
こ
と
の
よ
う
に
思

い
出
し
ま
す
。
日
本
は
や
は
り
異
国

で
し
た
。
日
本
語
も
日
本
の
文
化
も

知
ら
ず
に
こ
こ
に
住
む

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

車
の
中
で
、
こ
と
ば
が

通
じ
ず
、
不
安
で
動
け

な
か
っ
た
私
は
落
ち
着

か
な
い
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
尋
ね
た
か
っ
た

が
、
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
と
き
、
「
こ

れ
か
ら
私
の
人
生
が
変

わ
る
」
と
思
い
ま
し
た
。

時
は
過
ぎ
、
２
年
が

経
ち
ま
し
た
。
大
変
な

こ
と
が
あ
っ
た
り
、
う

れ
し
い
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、
日
本
の
習
慣
、

日
本
社
会
に
お
け
る
ふ
さ
わ
し
い
行

動
、
日
本
人
の
考
え
方
が
分
か
る
よ

う
に
な
り
、
日
本
の
生
活
が
ど
う
い

う
も
の
か
、
は
っ
き
り
と
分
か
り
、

慣
れ
て
き
ま
し
た
。

カ
ナ
ダ
に
帰
っ
て
か
ら
、
私
は
日

本
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
、
さ
び
し

く
感
じ
る
で
し
ょ
う
。
近
所
の
店
の

人
が
毎
日
友
だ
ち
の
よ
う
に
あ
い
さ

つ
し
て
く
れ
た
り
、
生
徒
が
元
気
に

授
業
に
参
加
し
て
く
れ
た
こ
と
は
、

素
晴
ら
し
い
思
い
出
で
す
。
私
と
し

ゃ
べ
っ
た
方
、
お
家
に
誘
っ
て
く
だ

さ
っ
た
方
、
つ
ま
り
楽
し
い
時
間
を

一
緒
に
過
ご
し
た
方
に
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
と
い
う
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

７
月
に
カ
ナ
ダ
の
首
都
オ
タ
ワ
に

引
っ
越
し
て
、
大
学
院
に
入
り
ま
す
。

専
攻
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
の
国
際
法
律

で
す
。
こ
れ
か
ら
勉
強
す
る
の
は
か

な
り
大
き
い
一
歩
で
す
が
、
国
際
環

境
で
の
弁
護
士
に
な
る
の
に
日
本
で

の
経
験
が
役
に
立
つ
と
思
い
ま
す
。

山
と
水
田
の
緑
に
囲
ま
れ
て
い
る

景
色
を
見
て
い
る
私
の
前
を
、
私
の

教
え
た
学
生
た
ち
が
「
さ
よ
う
な
ら
」

と
言
い
な
が
ら
家
に
帰
っ
て
い
き
ま

す
。
や
は
り
、
こ
こ
で
私
の
人
生
が

変
わ
り
ま
し
た
。
日
本
の
こ
と
を
絶

対
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▲稲津中学校にて

市
内
の
小
・
中
学
校
や
幼
稚
園
で
英
語
の
授
業
の
指
導
を
し
て

く
だ
さ
っ
た
キ
ン
バ
リ
ー
・
メ
ル
ニ
ッ
ク
さ
ん
が
、
２
年
間
の
英

語
指
導
助
手
と
し
て
の
職
を
終
え
、
ま
も
な
く
帰
国
さ
れ
ま
す
。

キ
ン
バ
リ
ー
さ
ん
は
、
明
る
く
活
発
な
女
性
で
、
日
本
語
の
勉

強
は
も
ち
ろ
ん
、
陶
芸
や
田
植
え
に
挑
戦
、
地
域
の
祭
り
に
ゆ
か

た
姿
で
参
加
す
る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
を
は
じ
め
、
市
民
の
み
な

さ
ん
に
た
い
へ
ん
親
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

キ
ン
バ
リ
ー
さ
ん
が
、
帰
国
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
瑞
浪
で
の
生

活
の
感
想
を
寄
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

花
火
は
夏
の
夜
の
風
物
詩
の
一
つ

で
す
が
、
平
成
８
年
中
に
、
花
火
に

よ
る
火
災
は
四
〇
四
件
発
生
し
て
い

ま
す
。

家
庭
で
気
軽
に
楽
し
め
る
「
お
も

ち
ゃ
花
火
」
で
あ
っ
て
も
、
正
し
く

取
り
扱
わ
な
い
と
火
災
に
な
っ
た
り

や
け
ど
を
し
た
り
す
る
な
ど
の
事
故

に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

「
花
火
で
ま
さ
か
」
と
思
い
が
ち

で
す
が
、
花
火
を
す
る
と
き
に
は
、

必　
ず　
次　
の　
こ　
と　
に　
注　
意　
し　
ま　
し　
ょ　
う　
。　

●
燃
え
や
す
い
も
の
が
な
い

安
全
な
場
所
で
遊
ぶ

●
風
の
強
い
乾
燥
し
た

日
な
ど
は
花
火
を
し
な
い

●
子
ど
も
だ
け
で
花
火
を

し
な
い
・
さ
せ
な
い

●
注
意
書
き
を
必
ず
読
む

●
花
火
を
ほ
ぐ
し
た
り
数
本

束
ね
て
点
火
し
た
り
し
な
い

●
必
ず
水
の
入
っ
た

バ
ケ
ツ
を
用
意
す
る

東濃研究学園都市

第第６６回回東東大大先先端端科科学学技技術術
研研究究セセンンタターーフフォォーーララムム土土岐岐開開催催

●と　　き ８月18日 13時10分～18時

●と こ ろ セラトピア土岐（土岐市土岐津町）

●定　　員 150人程度《参加費　無料》

●内　　容 知的財産権と技術移転をテーマに講演や

パネルディスカッションなど

●申込方法 ７月31日 までに、ＦＡＸまたははがきに

住所、氏名、性別、年齢、電話番号を明記

して、お申し込みください。

●問い合わせ・申込先

◆県企画調整課内・実行委員会事務局（ 0 5 8－2 7 2－

1111 内線2314 058－272－2574）

500－8570 岐阜市薮田南２－１－１

◆土岐市研究学園都市推進室（ 5 4－1111 5 4－1 1 2 7）

509－5192 土岐市土岐津町土岐口2101
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－市民祈願花火大会－

あなたの花火
ね が い

を

打ち上げませんか
毎年、七夕まつりを盛り上げる市

民祈願花火の締切りが迫りました。

あなたの願いをこめて、七夕まつ

りの夜空を彩ってみませんか。

大花火大会 ８月８日 夜

土岐川河川敷

●締切り＝７月24日

●問い合わせ・申込先

瑞浪商工会議所

67－2222 67－2230

瑞浪青年会議所

67－1637 67－1264

市では、お互いの基本的人権を大

切にする社会を築くため、人権思想

に対する認識を新たにする機会とし

て、「人権書道作品」を募集します。

◆応募資格＝市内に在住、在職または

在学する方

◆区分＝一部…小学生、二部…中学

生、三部…一般

◆応募規定＝①作品は一人一点で、

未発表のものとする

②用紙は習字用半紙大

③標語…「なかよし・しあわせ・

守る人権・明るい社会・人権擁

護・人権の共存」の内一つ

◆賞＝岐阜地方法務局長賞、市長賞

〔金賞・銀賞・銅賞・佳作〕ほか

◆応募締切＝９月30日

◆応募先＝市民課　 内線105

●「人権書道」
作品を募集します

瑞浪市弓道連盟では、七夕まつり

の夜に弓道大会を開催します。

多数の皆様の参加をお待ちしてい

ます。

◆日時＝８月７日 午後７時

（受付　午後６時30分）

◆場所＝瑞浪市弓道場

（勤労青少年ホーム裏）

◆参加資格＝市内在住・在学の高校

２年生以上の方

◆参加料＝500円（弓具は持参）

◆問い合わせ＝市弓道連盟・中根

６８－６３４５

●『瑞浪七夕射会』
参加者募集

県では、勤労者の福祉向上のため、

県民のみなさんに低利で利用してい

ただける各種資金融資制度を準備し

ておりますので、ご活用ください。

◎勤労者教育資金

◆融資対象…県内に居住する勤労者

の内、自己またはその子弟が高

校・大学などに進学する際および

在学中に必要な資金

◆融資限度額＝100万円

◆融資利率＝3.33％（変動あり）

◆融資期間＝５年

◎勤労者ライフサイクル資金

◆融資対象…県内に居住する勤労者

に対し、生活に必要な資金、リフ

レッシュ活動に要する資金

◆融資限度額＝100万円

◆融資利率＝4.64％（変動あり）

◆融資期間＝５年

◎勤労者住宅建設資金

◆融資対象＝県内に居住する勤労者

が住宅の新築・購入・増改築のた

めに労働金庫から借り入れる資金

◆融資限度額＝①新築・購入…4 0 0

万円、②増改築…2 5 0万円、③増

改築（耐震性）…400万円

◆融資利率＝3.46％

◆融資期間＝10年・５年

◎申し込み＝県労働金庫本・支店

◎問い合わせ＝県庁労働政策課また

は県労働金庫（ フリーダイヤル

0120－60－8624）へ。

●岐阜県資金融資
制度のご案内

防衛庁では、次のとおり自衛官等

の募集を行っています。

◎応募資格＝日本国籍を有し、次の

応募資格に該当する方。

（平成11年４月１日現在）

◆一般曹候補学生

応募資格…1 8歳以上2 4歳未満の方

第１次試験日…９月19日

◆曹候補士

応募資格…1 8歳以上2 7歳未満の方

第１次試験日…９月19日

◆航空学生

応募資格…2 1歳未満で高卒（見込

み）の方。

第１次試験日…９月23日

◆２等陸・海・空士

（３月入隊）〈男・女〉

応募資格…1 8歳以上2 7歳未満の方

第１次試験日…９月下旬

※受付期間＝いずれも８月３日 ～

９月11日 まで

◎問い合わせ＝自衛隊多治見事務所

２２－６０２４

●自衛官等募集

◆瑞浪駅前広場駐車場

８月６日 21時から

８月９日 23時まで

◆浪花駐車場

８月６日 ８時から

８月９日 24時まで

第3 9回美濃源氏七夕まつり行事のため、次の期間中は駐車場

が使用できませんのでお知らせします。

●市営駐車場ご利用のみなさんへ●
都市計画課

内線245

～地歌舞伎に魅せられた人々～

伝統芸能地歌舞伎にかかわる

人々を写真で紹介します。地歌

舞伎の熱い息吹をご覧ください。

●期間 ９月27日 まで

（休館日　毎週火曜日）

●場所 ミュージアム中仙道

６８－０５０５

●入館料 700円

（常設展示もご覧になれます。）

地歌舞伎の
写真展



◎４月よりペットボトルの収集をしています。

（ただし、飲料用、酒類用、しょうゆ用に限ります。）

ペットボトルの出し方

①マークを確認してください。

②キャップをはずしてください。

③中をゆすいでください。

④つぶしてください。

⑤資源ごみ収集日に出してください。

◎紙パックは公共機関などの回収ボックスか資源回収に出してくだ

さい。詳しくは、広報みずなみ３月１日号をご覧ください。

６８－２１１１
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相 談 コ ー ナ ー

母子相談
福祉課

内線１０４

●日時…８月４日 ９時～12時

●場所…市役所　市民相談室

移動家庭児童相談
福祉課

内線１０４

●陶児童館…８月５日 10時～12時

●稲津コミュニティーセンター

…８月５日 13時30分～15時30分

●釜戸コミュニティーセンター

…８月12日 10時～12時

●日吉コミュニティーセンター

…８月12日 13時30分～15時30分

失業率は過去最高の４％台となり雇用状況は一層厳

しく、求人が大幅に減ってきています。

いま、貴事業所におかれまして従業員の中途採用の

計画がありましたら、採用職種、求人数、事業所名、

所在地、電話番号などを電話またはF A Xによりご連絡

ください。安定所では、具体的な用件を承るため、早

急に連絡・訪問させていただきます。

◆連絡先 多治見公共職業安定所 22－3381 24－2174

●求人のお願い

資源ごみの各ステーション（集積場所）には、分別

ハサミが用意してあります。

これは、各ステーションでガラスびんに固定された

そそぎ口のプラスチックを取り除くためのものです。

分別ハサミの使い方は簡単ですので、ステーションで

ご利用いただき、リサイクルにご協力ください。

分別ハサミは、市役所地下売店で取り扱っています。

●分別ハサミをご利用ください

収集日

３日

４日

５日

６日

７日

10日

11日

13日

14日

17日

12日

18日

20日

21日

24日

25日

19日

27日

28日

31日

26日

本町、浪花、中組、竜門、

益見、上平町、学園台

松ヶ瀬町、薬師町、明世町

宮前町、高月町、下沖町、

須野志町

一色町、樽上町、公園、

上野町、ひばりヶ丘

釜戸町（宿、西大島、

中大島、東大島、竜吟団地）、

大湫町

稲津町（小里）

釜戸町（上記以外の地区）

稲津町（萩原）

小田町、西小田町、和合町

鶴城、鶴城団地、市原

陶町（猿爪）

陶町（水上、大川）

桜堂、名滝、名滝団地、

下沢、奥名、庄ヶ洞、

仲ヶ平、大草、大久手

一日市場、木暮、水の木、

朝日町、清水

日吉町（本郷、白倉、宿洞、

宿、南垣外、半原、常柄）

日吉町（上記以外の地区）

山田町、明賀台

栄町、元町

小田町、西小田町、和合町、

大法原団地

陶町（水上、大川）

陶町（猿爪）

一日市場、木暮、清水、

朝日町、水の木

桜堂、名滝、名滝団地、

下沢、奥名、庄ヶ洞、

仲ヶ平、大草、大久手

山田町、明賀台

日吉町（本郷、白倉、宿洞、

宿、南垣外、半原、常柄）

日吉町（上記以外の地区）

栄町、元町

本町、浪花、中組、竜門、

益見、上平町

釜戸町（宿、西大島、

中大島、東大島、竜吟団地）、

大湫町

釜戸町（上記以外の地区）

松ヶ瀬町、薬師町、明世町

宮前町、高月町、下沖町、

須野志町

一色町、樽上町、公園、

上野町、ひばりヶ丘

鶴城、鶴城団地、市原

稲津町（小里）

稲津町（萩原）

収　　　集　　　地　　　区

不　　燃　　ご　　み 資　　　源　　ご　　み

に限ります

分別回収

プラス
チック

ガラス
ビ　ン

①ビンをしっかり固定。刃を開
きフックをそそぎ口にかけます。
刃をキャップの下（ビンとの間）
に入り込む様に
あてます。

②ゆっくりとハサ
ミを閉じキャップ
をタテに切ります。

③４・５ヶ所切り
ます。手でキャッ
プをはなします。

④



健診・相談名

４ カ 月 児 健 康 診 査

３ 歳 児 健 康 診 査

６ カ 月 児 健 康 相 談

お よ び 離 乳 食 教 室

４歳児・４歳６カ月児

歯 み が き 教 室

１ 歳 ６ カ 月 児

歯 み が き 教 室

２歳児歯みがき教室

実施日

７月28日

７月24日

８月４日

７月29日

８月３日

８月６日

受付時間

13時30分～14時

12時30分までに

お集まりください

９時30分～　あ

９時45分

９時～11時

９時～11時

13時～15時

９時～11時

対　象　者

平成10年３月生まれの子

平成７年６月生まれの子

平成10年２月生まれの子

平成６年７月生まれの子

平成６年１月生まれの子

平成９年１月生まれの子

平成８年８月生まれの子

そ　　の　　他

フッ素塗布、歯の汚れ検査があります。

※母子健康手帳、使用中の歯ブラシを

ご持参ください。

※汚れてもいい服装でおいでください。

母子健康手帳をご持参ください。

尿検査があります。

早朝尿（50ccくらい）、歯ブラシ、

母子健康手帳をご持参ください。

母子健康手帳をご持参ください。
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●乳幼児健診・相談・歯みがき教室 〈場所＝保健センター　料金＝無料〉

●子宮がん（集団バス）検診

●地域住民講座参加者募集

期　日

８月６日

時　間

13時～14時

場　所

保健センター

個人負担

500円

●対 象 者…30歳以上の女性（定員60人）

●申し込み…電話などで保健センターへ

多治見保健所では、精神保健や精神障害についての住

民講座を開催します。ぜひご参加ください。

◆ねらい…正しい知識と理解を深め、心の健康を維持す

るとともに、周囲の人々との人間関係づくり

が円滑にできる地域づくりを目指す。

◆対象者…瑞浪市内在住で、精神保健に関心のある方

全コース出席できる方

◆日　時…８月18日 ～12月15日 10回コース

◆内　容…精神障害や痴ほうについての講義、施設見学

◆場　所…東濃西部総合庁舎・関係施設

◆定　員…20人

◆申込先…８月1 0日 までに多治見保健所保健予防課へ

電話でお申し込みください。

２３－１１１１（内線３６１）

※定員になり次第締め切らせていただきます。

●アトピー教室参加者募集

●健康相談 〈場所＝保健センター〉

最近増加している子どもの病気のひとつに、アトピー

性疾患があります。子どもにとってはもちろん、親にと

っても苦痛や不安の種ではないでしょうか。

アトピーについて正しく理解し、少しでも苦痛や不安

を解消できるよう、教室に参加しませんか。

【日　　時】７月29日 午後１時30分～３時30分

【会　　場】土岐市保健センター

土岐市泉町久尻47－16 55－2010 

【対　　象】アトピー性疾患で悩んでいる乳幼児の保護者

【内　　容】小児科医師の話、座談会

【申し込み】多治見保健所保健指導課へ電話でお申し込み

ください。 23－1111 内線363 

※定員（20人）になり次第締め切らせていただきます。

相談名

医師による

健 康 相 談

８月５日

14時～15時

医師による個別相談、

血圧測定、検尿

８月５日

９時～15時

乳幼児・妊婦・成人・老人

の方や食事療法の必要な方

の相談に応じます。

※電話で予約が必要です。

８月５日

９時30分～

11時

乳幼児の身長・体重測定や

育児相談などを行います。

※母子健康手帳を持参して

ください。

栄 養 相 談

乳幼児相談

日　時 内　　　　容


